
現在、教育現場において、その向き合い方が多く議論されているChatGPTをはじめ
とする生成系AIについての論点として忘れがちなのが著作権に関する視点ではない
でしょうか。そこで今回の帝京大学FDフォーラムでは、多くの知財教育用教材の開発
をされている本学共通教育センター長の 木村友久先生 に、生成系AIへの向き合い
方をテーマにしつつも、”著作権”、”研究倫理”、”教育的な指導”という軸をどのよう
に組み合わせて使用するべきなのか、その考え方について根拠をもって解説してい
ただきます。参加者の皆さまのイメージ化につながる内容です。
本テーマにご興味・関心のある大学関係者の皆様のご参加をお待ちしております。

※今回のフォーラムでは、参加者の方から事前に質問を受け付け、講演の中で事例として
   取り上げます。申し込みフォームの説明をお読みいただき、ご送付ください。

■日 時 8月28日（月）14:00～15:30

■実施方法 オンライン（Ｚｏｏｍ）

■講 師 帝京大学 共通教育センター長・教授

 木村 友久 氏

■申込方法 以下のURLもしくはQRコードよりお申し込みください
       <https://ctl.teikyo.jp/form4/>

後日、お申し込みされた方へ当日に向けた詳細を
ご案内いたします。

■申込締切 8月24日（木）

■主 催 帝京大学 高等教育開発センター

お問合せ 高等教育開発センター Mail: ctl@main.teikyo-u.ac.jp
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